
課題研究「ＳＡⅠ」 第１回授業

課題研究ガイダンス

１．課題研究とは？

２．課題研究の流れ

３．評価ルーブリックについて
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問 題

課 題

目指す目標と現状の間
にある障害

解決されるべき問題

課題研究の対象

課題研究
とは？

私たちが暮らす社会には “問題”と “課題”が散在している
＝ 課題研究では，社会に存在する “課題”を対象とする
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個人的な
興味・関心

課題研究
の目的

課題研究は，社会的・学術的発展のために
行われるべき活動である

社会的な
意義・汎用性

課
題
研
究
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グローバルな
社会課題

ローカルな
社会課題



知識 経験 可能
課
題
研
究
の
意
義

知っている
（わかる）

やったこと
がある

できる
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課題研究
の意義

社会に対して問いを立て，解決しようと
とり組む姿勢（経験）を身につける



課題研究
のステップ

課題研究の基本的な流れ
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１．研究テーマを決める

２．リサーチクエスチョンを設定する

３．仮説を立てる

４．研究手法を学び、研究計画を立てる

５．調査・実験を行う

６．結果をまとめ、考察を行う

７．研究結果を発表する



試しに、
超ミニ型の課題研究
をやってみましょう
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分野・研究テーマ
「教育・学力格差と月齢の関係」

今日は．とりあえず

とします

課題研究
のステップ

１．研究テーマを決める
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「月齢差が中学生の学力に

どのような影響を与えるか」

課題研究
のステップ

２．リサーチクエスチョンを設
定

リサーチクエスチョンとは、
「課題研究で明らかにしたい問い」



「生まれ月による不利は、中学生に

なっても存在するため、豊田西高校

１年生の生徒には早生まれの生徒

の割合は少ない」

課題研究
のステップ

３．仮説を立てる

仮説とは、
「リサーチクエスチョンに対して

予想される答え」
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【方法】
豊田西高校１年生320名を

誕生月別に挙手してもらい、

各月の人数を確認する

課題研究
のステップ

４．研究手法を学び、研究計画を立てる



２月→ 
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誕生月別に人数を集約

１月→

３月→ 

４月→ 

５月→ 

６月→ 

７月→

８月→

９月→

10月→

11月→

12月→

課題研究
のステップ

５．調査・実験を行う
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１月→ ３２名

２月→ １９名

３月→ １８名

４月→ ３０名

５月→ ３０名

６月→ ２９名

７月→ ２９名

８月→ ２８名

９月→ ３４名

10月→ １９名

11月→ ２６名

12月→ ２６名

【結果】

課題研究
のステップ

６．結果をまとめ、考察を行う



課題研究
のステップ

６．結果をまとめ、考察を行う

結果とは、
「調査・実験から得られた事実」

調査結果を整理 測定値をグラフ化

考察とは、
「仮説と結果の比較から導かれる予想」
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根A 根B 根C

(×10⁻³mmol)

  市役所  社会福祉協議会  

役割  新設団体の相談窓口  直接的な支援  

支援方法  

（金銭面）  

豊田市子ども食堂安全確

保費補助金で衛生管理上

の経費を支援している  

豊田市社会福祉協議会子どもの支

援に関する活動助成金で活動に必

要な経費を支援する  

ボランティア  特に募集はしていない  子ども食堂に関わらず募集  

これからの  

子ども食堂  

楽しく学校に行く子も生

きづらい課題を持つ子も

利用できる、家や学校では

ない新たな居場所になっ

てほしい  

家庭の状況は個人情報制限などで

把握が難しく、支援を必要とする

子を直接子ども食堂に誘うことが

できていないため、地域の人と協

力して支援が届くようにしたい  

 



課題研究
のステップ

６．結果をまとめ、考察を行う

【仮説】

生まれ月による不利は、中学生になっても存在す
るため、豊田西高校１年生の生徒には早生まれ
の生徒の割合は少ない

【結果】
・１年生の１月～３月生まれは全体の「 」
・月別人数 ４,５月＜１月＜９月 、２,３月≒１０月

【考察】
月齢差が中学生の学力に影響「 」

約２２％
４,５月＜１月＜９月 ２,３月≒１０月

ない



研究結果をポスターにまとめ、発表する
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課題研究
のステップ

７．研究結果を発表する



１．研究テーマを決める

２．リサーチクエスチョンを設定する

３．仮説を立てる

４．研究手法を学び、研究計画を立てる

５．調査・実験を行う

６．結果をまとめ、考察を行う

７．研究結果を発表する

課題研究
のステップ

まとめ



自然科学
理学・工学・

農学・医学
etc
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課題研究
のステップ

０．様々な「科学」に触れる

社会科学
法学・商学・
社会学・
経済学etc

人文科学
歴史学・文
学・文化学・

哲学etc



課題研究
のステップ

１．研究テーマを決める

研究テーマ≒自分の進路希望
だと意欲的に活動できます

興味・
関心の
あること

社会・
学術の
課題

研究
テーマ



課題研究
の流れ

課題研究３年間の流れ

１．研究テーマを決める

２．リサーチクエスチョンを設定する

３．仮説を立てる

４．研究手法を学び、研究計画を立てる

５．調査・実験を行う

６．結果をまとめ、考察を行う

７．研究結果を発表する

０．様々な「科学」に触れる １年生

個人

２年生
３年生
グループ

１年生

グループ



１年生の
課題研究

１学期

０．様々な「科学」に触れる

①情報モラル講話
・愛知教育大学中池先生より、課題研究での
情報収集の仕方、データの見方など

②自然科学的探究講座
・「紙コップの不思議」

③社会科学的探究講座
・「コンビニコーヒーから見る経営学」他



０．様々な「科学」に触れる

④人文科学的探究講座
・「“肉まん”と“豚まん”から見る日本語」

⑤女性技術者講演会
・トヨタ自動車の女性エンジニアより

⑥豊田・みよし地区探究活動発表会
・３年生の課題研究発表会
・３年生代表班によるパネルディスカッション

１年生の
課題研究

１学期



０．様々な「科学」に触れる

夢ナビライブ、夏のSSH事業などを通じて、
興味・関心の幅を広めよう

下山環境学習会 核融合研究所訪問

１年生の
課題研究

夏休み



１年生の
課題研究

１学期～夏休み

絶滅
危惧種

言語

生成
AI

地域
経済

さまざまな「科学」に触れる中で…

興味・関心の
フィルター

地域
経済

興味・関心
の焦点化



各自で“問い”を立て、深める練習

１年生の
課題研究

２学期（９月～11月）

興味・関心から“問い”を立てる

既存の資料から“問い”の答えを見つける

新たな“問い”を立てる

リサーチクエスチョンの設定

“問い”
の深化



“問い”の質で研究の９割が決まる!!

１年生の
課題研究

２学期（９月～11月）

「インド農村地域で安全な水を確保することができ
るのか？」

「インド北東部の農村地域における、飲料水の汚染
原因となる牛糞に対し、浄水植物モリンガを用い
た浄水装置を活用するにはどのような方法がある
か？」

・どのようなもの、場所、人、生物などが対象か？
・どのような条件を想定しているのか？
・どのような施設、設備等が必要か？

“問い”の深化



“問い”の深化＝先行研究を調べまくる!!

１年生の
課題研究

２学期（９月～11月）

興味・関心から

生じた“問い”に

「ハッシュタグ（#）」

をつける



各自が興味・関心に基づいた「#」をつける

１年生の
課題研究

２学期（12月）

#太宰治 #太宰治

#水耕栽培 #植物栽培

#農業

#SNS

#宣伝効果



「#」に基づいて、マッチング

１年生の
課題研究

２学期（12月）

#太宰治 #太宰治

#植物栽培

#SNS #宣伝効果
#水耕栽培 #農業

仮テーマ
「太宰治の表現」

仮テーマ
「SNSによる

広告効果」

仮テーマ
「水耕栽培」



「#」から研究テーマになりそうなことへと
広げて、グルーピング

１年生の
課題研究

２学期（12月）

#太宰治 #植物栽培
#SNS #農業

テーマ
「太宰治の文章表現を
用いたSNSでの宣伝効果」

テーマ
「太宰治がみた大学農業」

#太宰治
#宣伝効果



グループで“問い”を深め、
リサーチクエスチョンを設定

１年生の
課題研究

冬休み～３学期



リサーチクエスチョンに基づき、
仮説＆研究計画 を立てる

１年生の
課題研究

３学期



５．グループで調査・実験を行う

２年生の
課題研究

２年生～



３年間の「課題研究」の教科書
・研究テーマの決め方、

リサーチクエスチョンの

立て方などを分かりやすく

まとめています

・２年生以降の

調査方法の概要、

研究データのまとめ方

なども記載

困った
ときは…

課題研究メソッド



英語や数学のように、５段階で成績がつく
わけではありません。活動を通してできる
ようになったこと、身に付いたこと、成長し
たことを評価します。

そのために、TX-Assessment Sheet（ティー

クロスアセスメントシート）を用いた評価を
行います。

評価
ルーブリック

TX-Assessment Sheet



Ａ（使える） Ｂ（できる） Ｃ（わかる）

目指すべきレベル 概ね満足なレベル クリアすべきレベル

①知識
知識を活用し、
Outputする力

学習内容を学ぶ意義
と価値を理解してい
る。

学習内容に関わる概
念を形成している。

学習した知識を身に
付けている。

②技能
習得した技能を活
用し目的・目標を
達成する力

技能を組み合わせ、
より高次な目的・目
標を達成できる。

技能の活用により、
当面の目的・目標を
達成できる。

習得した技能を活用
することができる。

③思考力
課題の設定から解
決まで考え続ける
力

課題設定と解決まで
のプロセスを繰り返
すことができる

課題解決の詳細な手
だてを設定すること
ができる。

課題を考えることが
できる。

④分析力
・判断力

既習の内容を論理
的に整理・把握
し、判断する力

情報の選択と論理的
な分析により、結果
の整理と解決策の改
善ができる。

必要な情報を集約・
分析し、結果を整理
することができる。

必要な情報を集約・
分析することができ
る。

⑤表現力
自分の考えを他者
に的確に発信し理
解してもらう力

考えを自分の論法で
発信し、深い理解と
共感を得ることがで
きる。

考えを自分の言葉で
発信し、理解を得る
ことができる。

考えをまとめて他者
に発信することがで
きる。

⑥探究心
好奇心をもち続け
て粘り強く探究す
る態度

発見を通して好奇心
の対象を更新しなが
ら、粘り強く探究す
ることができる。

好奇心をもち、粘り
強く探究することが
できる。

探究を継続すること
ができる。

⑦主体性
・調整力

掲げた目標と計画
に沿って行動、改
善する姿勢

振り返りにより目標
に至る現在地を理解
し、次の行動を考え
ることができる。

振り返りを重ね、見
通しをもって解決に
向けて取り組むこと
ができる。

見通しをもって計画
を立てることができ
る。

⑧協働性
・傾聴力

他者の意見を聞
き、互いの持ち味
を尊重して物事に
取り組む態度

他者の意見を尊重し
ながら、そのよさを
生かす発言・行動が
できる。

他者の意見を踏まえ
た発言と行動ができ
る。

他者の意見を聞くこ
とができる。

⑨革新性
・発想力

学びを社会問題な
どと結び付け、新
しいアイデアを発
案する力

様々な視点から斬新
な発想を組み立て、
新たな解決策を考え
出すことができる。

新しい視点に立った
発想を探究の新たな
突破口として生かす
ことができる。

新しい視点、斬新な
発想を、探究の過程
で意識できている。

⑩社会貢
献・国際
性

社会・世界とのつ
ながりに対して視
野を広げ、学びを
継続する姿勢

社会と世界の発展を
見据え、学習内容の
生かし方を明確にイ
メージできている。

社会と世界とのつな
がりから学習内容を
どのように生かせる
かを理解している。

学習内容が社会や世
界とどのようにつな
がっていくかを意識
している。

⑪影響力
周囲を巻き込みな
がら人の心を動か
し、変容を促す力

周囲のモチベーショ
ンを向上させ、能動
的な行動を喚起する
ことができる。

他者の行動を喚起し
たり、考えを変容さ
せたりすることがで
きる。

プラスとなるはたら
きかけを他者にする
ことができる。

自らの変容と周囲の
環境の変革のいずれ
にも生かし続けるこ
とができる。

学校生活全般に生か
し、周囲と刺激し合
う関係を構築するこ
とができる。

意識しながら学習、
探究的な活動に取り
組むことができる。

総
括

⑫将来の
TX-
Innovator
として

目的・目標の達成
までのプロセスを
通して自身を変容
させ、社会に新し
い革新をもたらす
人材となる。

TX-Innovatorとして必要な素養を

TX-Assessment Sheet〔第Ⅲ期・第１年次版〕

本校SSH事業を通して身に付
ける能力・態度

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
力

学
び
に
向
か
う
力

学
習
観
点

学びの段階

知
識
・
技
能

評価
ルーブリック

TX-Assessment Sheet



本日の課題 課題研究メソッドを読もう！

①本時の振り返り
・課題研究メソッドp.12～22を読んで、
「課題研究」について再確認する

②次回以降の予習
・次回から、 「０．様々な「科学」に触れる」
講話・講義がスタートします。
事前に課題研究メソッドp.24～38を読んで、
「研究テーマの決め方」を予習する


